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以下の日は組合事務所が閉所と
なりますのでご注意ください！

 ３月 １ 日㈬ …書記局会議
 ３月13日㈪ …重税反対行動参加

　

東
京
土
建
一
般
労
働
組
合
小
金
井
国
分
寺
支
部
第
五
十
五
回
定
期
大
会

を
組
合
規
約
第
二
十
条
に
よ
り
左
記
の
通
り
行
な
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

記

一
、
日
　
時
　
二
〇
二
三
年
四
月
九
日
㈰
午
前
九
時
四
十
分
開
会

	

午
後
三
時
四
十
分
閉
会

一
、
会
　
場　

国
分
寺
本
多
公
民
館　

大
ホ
ー
ル

一
、
代
議
員	

（
Ａ
）と（
Ｂ
）で
構
成
す
る
。

	

（
Ａ
）
基
礎
定
員
数
三
人

	

（
Ｂ
）
支
部
執
行
委
員
及
び
支
部
執
行
委
員
待
遇

	

（
三
十
人
）、
会
計
監
査
（
二
人
）

※	

特
別
代
議
員
は
各
分
会
、
青
年
部
、
主
婦
の
会
、
長
楽

の
会
か
ら
各
二
人

第
五
十
五
回
支
部
定
期
大
会
代
議
員
告
示

支
部
執
行
委
員
長
　
鯉
淵
　
勝
也

◇	立川税務署
	 （立川・昭島・国分寺・国立・東大和・武蔵村山）
	 【日時】	３月13日㈪ 午前９時20分から
	 【場所】	立川緑町北公園・デモ予定

　

先
月
の
朝
顔
は
お
休
み
で
し

た
の
で
、
一
ヶ
月
遅
れ
で
す
が

「
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
今
年
も（
あ
し
ば
）

の
閲
読
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。」
二
〇
二
三
年
一
月
号
の

「
あ
し
ば
」は
一
面
を
カ
ラ
ー
に

し
ま
し
た
。
そ
の
新
年
号
は
読

者
（
組
合
員
）
へ
の
年
賀
状
と

し
て
元
旦
に
届
く
よ
う
に
致
し

ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
は
ど

う
で
し
た
か
？　

組
合
の
意
見

（
要
望
）が
あ
れ
ば
出
来
る
限
り

聞
き
た
い
の
で
、
ご
意
見
が
頂

け
る
と
幸
い
で
す
▼
十
六
日
に

は
、
支
部
旗
開
き
が
あ
っ
て
後

継
者
部
長
の
司
会
で
最
後
の
団

結
ガ
ン
バ
ロ
ー（
閉
会
の
挨
拶
）

を
青
年
部
長
の
締
め
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
共
に
今
年
の
活
動
が

始
ま
り
ま
し
た
。
私
は
、
地
域

活
動
と
し
て
小
金
井
社
保
協
に

参
加
し
、
二
ヶ
月
に
一
回
武
蔵

小
金
井
駅
南
口
で
食
料
不
足
に

悩
む
人
へ
無
料
で
提
供
す
る

「
フ
ー
ド　

ド
ラ
イ
ブ
」の
活
動

に
参
加
し
ま
し
た
。
昨
年
は
十

二
月
二
十
四
日
を
最
後
に
一
旦

休
止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
毎
回
１
０
０
人
～
１
５
０

人
位
集
ま
り
予
定
は
二
時
間
見

て
い
て
も
早
い
時
は
一
時
間
も

経
た
ず
に
無
く
な
り
ま
す
。
そ

れ
だ
け
貧
困
が
あ
る
と
言
う
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
新
年
も
二

～
三
ヶ
月
に
一
回
や
る
方
向
に

持
っ
て
行
き
た
い
の
で
、
皆
様

の
ご
協
力
が
必
要
で
す
。
食
料

品
の
提
供
を
宜
し
く
お
願
い
し

ま
す
▼
二
月
十
一
日
は
建
国
記

念
日
で
そ
の
名
の
通
り
日
本
が

誕
生
し
た
日
で
す
。
お
よ
そ
２

７
０
０
年
と
な
り
国
家
で
は
世

界
最
古
の
記
録
ら
し
い
で
す
。

2023年
旗開きで学習

こんな時だからこそみんなが声を上げられるこんな時だからこそみんなが声を上げられる
労働組合運動が大事になってくる労働組合運動が大事になってくる

「
こ
の
ま
ま
で
は
本
当
に
困
る
よ
な
…
」

　＂
世
間
話
〟
の
場
が
と
て
も
重
要

【
国
④
分
会
・
小
阪
昌
義
】

１
月
16
日
㈪
、
午
後
７
時
よ

り
、
国
分
寺
リ
オ
ン
ホ
ー
ル
に

て
２
０
２
３
年　

小
金
井
国
分

寺
支
部
旗
開
き
が
開
催
さ
れ
42

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
ま
ず
、

西
澤
常
任
の
挨
拶
の
あ
と
、
鯉

淵
委
員
長
よ
り
旗
開
き
が
宣
言

さ
れ
、
来
賓
の
本
橋
た
く
み
都

議
か
ら
年
頭
の
ご
挨
拶
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
労
働
者
教
育
協
会

常
任
理
事
の
原
冨
悟
氏
に
よ
る

講
演
「
社
会
保
障
の
現
在
（
い

ま
）
と
労
働
組
合
―
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
社
会
へ
」
に
つ
い
て

の
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。
賃
金

が
上
が
ら
な
い
。
物
価
高
騰
に

よ
る
実
質
賃
金
の
低
下
、
暮
ら

し
の
格
差
の
拡
大
な
ど
に
加
え

て
社
会
保
障
の
制
度
は
改
悪
さ

れ
て
ゆ
く
一
方
。

イ
ン
ボ
イ
ス
の
導
入
、
そ
し

て
何
よ
り
防
衛
力
増
強
の
た
め

の
増
税
と
、
近
年
に
な
い
重
要

な
問
題
が
山
積
み
と
な
っ
て
い

ま
す
。こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、

み
ん
な
が
声
を
上
げ
ら
れ
る
労

働
組
合
運
動
が
大
事
に
な
っ
て

来
ま
す
。「
こ
の
ま
ま
で
は
本

当
に
困
る
よ
な
…
」
と
い
う
声

を
拾
い
上
げ
る
、
そ
ん
な
〝
世

間
話
〟
の
場
が
復
活
す
る
こ
と

が
と
て
も
重
要
に
な
っ
て
来
て

い
ま
す
。
と
て
も
参
考
に
な
る

お
話
し
を
聞
い
た
あ
と
、
各
分

会
か
ら
の
新
年
の
抱
負
を
発
表

し
、
最
後
に
〝
団
結
ガ
ン
バ
ロ

ウ
〟の
掛
け
声
で
締
め
く
く
り
、

参
加
の
皆
さ
ん
の
顔
に
例
年
以

上
の
熱
量
を
感
じ
る
旗
開
き
と

な
り
ま
し
た
。

▼
東
京
土
建
一
般
労
働
組
合
中

央
執
行
委
員
長
・
中
村
隆
幸
▼

東
京
土
建
国
民
健
康
保
険
組
合

理
事
長
・
石
村
英
明
▼
東
京
土

建
技
術
研
修
セ
ン
タ
ー
理
事
長

・
渡
辺
義
久
▼
東
京
建
築
カ
レ

ッ
ジ
学
校
長
・
小
林
謙
二
▼
東

京
土
建
町
田
支
部
執
行
委
員
長

・
尾
花
慎
司
▼
小
金
井
市
長
・

白
井
亨
▼
国
分
寺
市
長
・
井
澤

邦
夫
▼
都
議
会
議
員
・
岩
永
や

す
代
▼
日
本
共
産
党
小
金
井
市

議
団
▼
日
本
共
産
党
国
分
寺
市

議
団
（
中
山
ご
う
、
岡
部
ひ
ろ

あ
き
、
中
沢
正
利
、
金
沢
が
く

と
）
▼
国
分
寺
建
設
業
協
会
会

長
・
荒
井
大
介
▼
新
日
本
婦
人

の
会
国
分
寺
支
部
支
部
長
・
戸

部
静
代
▼
国
分
寺
年
金
者
組
合

・
田
浦
典
子
▼
劇
団
前
進
座
▼

あ
か
つ
き
印
刷
株
式
会
社
代
表

取
締
役
社
長
・
大
久
保
豊
▼
全

労
済
東
京
推
進
本
部
多
摩
支
所

支
店
長
・
天
野
実
▼
中
央
労
働

金
庫
立
川
支
店
支
店
長
・
伊
吾

田
亘

旗
開
き
メ
ッ
セ
ー
ジ

旗
開
き
メ
ッ
セ
ー
ジ

佐々木青年部長と青年・後継者メンバー 司会の西澤後継者対策部長

原冨悟さんの講演

多
く
の
個
人
・
団
体
と
の
共
同
で
、
重
税

多
く
の
個
人
・
団
体
と
の
共
同
で
、
重
税

反
対
行
動
と
集
団
申
告
に
参
加
し
よ
う
！

反
対
行
動
と
集
団
申
告
に
参
加
し
よ
う
！

重
税
反
対
統
一
行
動
を
ご
存

知
で
す
か
？　

こ
の
行
動
は
１

９
６
５
年
３
月
12
日
に
東
京
・

荒
川
区
で
区
役
所
か
ら
税
務
署

ま
で
デ
モ
行
進
し
、
税
務
署
の

納
税
者
へ
の
干
渉
を
許
さ
な
い

歴
史
的
な
集
団
申
告
で
、
今
年

で
54
回
目
と
な
り
ま
す
。
こ
の

行
動
は
、
消
費
税
の
税
率
引
き

下
げ
な
ど
を
求
め
、
業
者
と
地

域
住
民
、
労
働
者
の
結
集
と
団

結
を
す
す
め
る
行
動
と
し
て
と

り
く
み
ま
す
。

今
年
の
開
催
は
、
安
保
３
文

書
の
閣
議
決
定
が
さ
れ
、
大
軍

拡
と
大
増
税
路
線
を
政
府
が
打

ち
出
す
逆
流
の
中
で
開
催
さ
れ
、

私
た
ち
の
生
活
や
平
和
を
守
る

大
変
重
要
な
集
会
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
同
時
に
税
制
改
正

大
綱
に
「
税
務
相
談
停
止
命
令

制
度
」
の
創
設
が
盛
り
こ
ま
れ

る
な
ど
、
納
税
者
の
自
主
申
告

権
に
圧
力
を
か
け
強
権
的
な
徴

税
を
お
こ
な
う
流
れ
が
作
ら
れ

る
恐
れ
も
強
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で

地
域
ご
と
に
開
催
（
全
国
で
）

さ
れ
る
重
税
反
対
統
一
行
動
に

参
加
し
声
を
あ
げ
る
こ
と
は
重

要
な
と
り
く
み
で
す
。
集
団
申

告
行
動
に
一
緒
に
参
加
し
ま
し

ょ
う
。

◇	武蔵野税務署
	 （武蔵野・三鷹・小金井）
	 【日時】	3月10日㈮ 午前９時30分から
	 【場所】	武蔵野公会堂・デモ予定
	 	 （武蔵野市南町1-6-22）

※その他の地域の行動は支部にお問い合わせください。
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12
月
号
ま
ち
が
い
さ
が
し
の
回
答
　
①
左
端
の
ケ
ー
キ
の
段
数　

②
左
端
の
人
の
右
手

の
指　

③
窓
際
の
ス
マ
ホ　

④
左
か
ら
２
番
の
人
の
眼
鏡
の
有
無　

⑤
そ
の
人
の
左
手　

⑥

右
か
ら
２
番
目
の
人
の
左
目　

⑦
右
端
の
店
員
さ
ん
の
袖

◇
12
月
号
の
間
違
い
さ
が
し
の
当
選
者
…
上
領
圀
資
さ
ん（
国
①
）
古
本
金
雄
さ
ん（
国
④
）
※
当
選
者
に
は
抽
選
で
粗
品
を
郵
送
し
ま
す

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

東
小
金
井
分
会	

・
26
群　

坂
口
豊
子　

さ
ん

小
金
井
第
①
分
会	

・
３
群　

渡
邊
金
一　

さ
ん

国
分
寺
第
③
分
会	

・
１
群　

南
雲
貞
雄　

さ
ん

国
分
寺
第
二
分
会
の
忘
年
会
で
！

国
分
寺
第
二
分
会
の
忘
年
会
で
！

消
費
税
減
税
・
イ
ン
ボ
イ
ス
中
止
を

消
費
税
減
税
・
イ
ン
ボ
イ
ス
中
止
を

東
村
山
駅
近
く
の
居
酒
屋
で

す
。
何
か
の
後
に
分
会
で
集
ま

る
場
所
の
一
つ
で
す
。
お
店
の

カ
ウ
ン
タ
ー
に
「
消
費
税
減
税

・
イ
ン
ボ
イ
ス
中
止
」
の
横
幕

が
貼
っ
て
あ
り
ま
す
。「
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
に
な
っ
た
ら
店
や

め
ま
す
。事
務
仕
事
が
大
変
で
、

や
っ
て
ら
ん
な
い
！
」
と
マ
マ

さ
ん
が
言
っ
て
ま
し
た
。

１
９
８
９
年
（
平
成
元
年
）

４
月
１
日
に
消
費
税
が
始
ま
っ

て
30
余
年
、
３
％
、
５
％
、
８

％
、
10
％
に
、
そ
し
て
今
回
の

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
。
弱
い
も
の

イ
ジ
メ
が
続
い
て
い
る
。
税
負

担
は
富
裕
層
が
し
な
さ
い
。
そ

の
運
動
を
み
ん
な
で
進
め
よ
う
。

居
酒
屋
に
興
味
の
あ
る
方
は

国
②
分
会
の
方
に
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

「
岸
田
政
治
を
許
せ
な
い
！
」に

１
０
０
０
人
超
が
参
加

毎月19日は総がかり行動毎月19日は総がかり行動
大軍拡・大増税はＮＯ！大軍拡・大増税はＮＯ！大軍拡・大増税はＮＯ！大軍拡・大増税はＮＯ！

【
東
小
分
会
・
朝
倉
法
明
】

こ
の
１
ヵ
月
の
間
に
、
防
衛

費
89
％
ア
ッ
プ
、
敵
国
攻
撃
の

ト
マ
ホ
ー
ク
購
入
な
ど
を
閣
議

決
定
、
そ
し
て
渡
米
バ
イ
デ
ン

大
統
領
に
約
束
し
ま
し
た
。
国

民
不
在
、
国
会
審
議
な
し
、
安

倍
氏
殺
害
の
参
議
院
選
挙
中
一

言
も
出
て
な
か
っ
た
話
で
す
。

こ
こ
１
ヵ
月
で
政
変
で
す
。
怒

り
は
ま
さ
に
頂
点
に
。

支
部
参
加
は
大
竹
、
遠
藤
、

朝
倉
。
大
竹
さ
ん
は
最
後
ま
で

プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲
げ
議
員
事
務

所
か
ら
の
帰
宅
者
や
黒
塗
り
の

ク
ル
マ
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま

し
た
。
遠
藤
さ
ん
は
す
べ
て
の

弁
士
の
挨
拶
に
共
感
の
拍
手
を

送
っ
て
い
ま
し
た
。

女
性
の
方
が
《
安
倍
以
上
に

危
険
な
岸
田
政
治
》
の
手
書
き

の
プ
ラ
カ
ー
ド
で
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
ま
し
た
。
次
回
は
私
も
自

作
を
持
っ
て
参
加
し
ま
す
。

1/24 国分寺駅前でも寒い中、
増税反対とインボイス中止を訴える仲間

2023年４月は統一地方選挙です2023年４月は統一地方選挙です

選挙で言ったことを
真面目に実行する人を選ぼう

【
東
小
分
会
・
朝
倉
法
明
】

先
日
、
国
分
寺
市
議
会
を
８

期
32
年
務
め
、
今
年
新
人
に
バ

ト
ン
タ
ッ
チ
す
る
議
員
の
話
を

聞
く
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
今

の
国
分
寺
議
会
は
市
長
の
意
向

に
す
り
寄
る
議
員
が
多
数
を
占

め
て
い
て
、
野
党
は
少
数
。
こ

れ
が
実
際
の
状
況
だ
そ
う
で

す
。
議
会
が
始
ま
る
と
選
挙
の

と
き
掲
げ
た
公
約
は
ど
こ
へ
い

っ
た
の
や
ら
。「
小
中
学
校
の

体
育
館
に
エ
ア
コ
ン
設
置
し
ま

す
」
と
言
っ
て
市
民
の
共
感
を

得
て
当
選
し
た
の
に
、
議
会
が

始
ま
れ
ば
市
長
の
意
向
で
あ
る

送
風
機
に
賛
同
。
そ
も
そ
も
体

力
の
な
い
小
学
生
に
送
風
機
、

中
学
生
に
エ
ア
コ
ン
、
変
で
す

よ
ね
。
こ
の
発
想
は
理
解
で
き

ま
せ
ん
。
こ
れ
が
国
分
寺
市
の

歪
ん
だ
議
会
の
実
態
で
、
ほ
ん

の
一
部
だ
そ
う
で
す
。
選
挙
は

も
う
す
ぐ
で
す
。
選
挙
で
言
っ

た
こ
と
を
真
面
目
に
実
行
す
る

人
を
選
び
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て

新
し
い
議
会
が
始
ま
っ
た
ら
、

各
議
員
の
選
挙
公
約
チ
ラ
シ
を

持
っ
て
、
傍
聴
に
行
き
チ
ェ
ッ

ク
し
ま
し
ょ
う
。

誇
り
を
取
り
戻
し
闘
う
組
合
を
！

誇
り
を
取
り
戻
し
闘
う
組
合
を
！

【
前
原
町
分
会
・
小
山
豊
行
】

皆
さ
ん
、
最
近
い
か
が
お
過

ご
し
で
し
ょ
う
か
。
先
日
、
私

の
家
に
新
し
い
テ
レ
ビ
が
届
き

ま
し
た
が
、
昔
の
よ
う
に
感
動

が
あ
り
ま
せ
ん
。
リ
モ
コ
ン
の

ボ
タ
ン
の
種
類
が
い
ろ
い
ろ
あ

り
、
理
解
で
き
ず
憂
う
つ
で
す
。

昨
今
の
電
気
製
品
は
使
い
こ

な
せ
な
い
こ
と
が
多
々
あ
り
ま

す
。
職
人
の
仕
事
で
も
電
気
製

品
が
工
場
や
現
場
に
増
え
て
き

ま
し
た
が
、
ま
さ
か
こ
の
私
が

パ
ソ
コ
ン
ま
で
使
う
と
は
。
こ

れ
ば
か
り
は
全
く
の
新
人
で
若

い
人
に
は
叶
い
ま
せ
ん
。

若
い
頃
は
「
仕
事
は
目
で
見

て
盗
め
、
分
か
ら
な
い
こ
と
は

す
ぐ
に
聞
け
」
と
言
わ
れ
ま
し

た
が
、
パ
ソ
コ
ン
は
無
理
で
す

ね
。
聞
い
て
も
す
ぐ
に
忘
れ
、

相
手
に
さ
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

大
変
な
思
い
を
し
て
少
し
は

使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

が
、
長
年
築
き
上
げ
た
職
人
の

誇
り
が
な
く
な
る
気
が
し
ま
す
。

誇
り
と
い
え
ば
、
企
業
に
勤
め

る
会
社
員
は
誇
り
を
持
っ
て
い

る
の
か
な
と
思
う
と
き
が
あ
り

ま
す
。
今
の
時
代
、
何
も
言
わ

な
い
、
行
動
し
な
い
人
が
多
い

よ
う
で
す
。
１
９
６
０
年
～
１

９
７
０
年
代
で
す
が
、
労
働
者

は
燃
え
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

毎
年
、
春
に
行
わ
れ
る
賃
金

交
渉
・
春
闘
で
す
。
賃
金
交
渉

の
妥
結
水
準
を
め
ぐ
る
攻
防
の

中
で
実
施
さ
れ
る
春
闘
ス
ト
ラ

イ
キ
は
懐
か
し
く
思
い
ま
す
。

労
働
者
は
闘
っ
た
の
で
す
。
学

生
も
社
会
変
革
を
求
め
て
闘
っ

て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
現
在
は
そ
う
し
た

ス
ト
ラ
イ
キ
の
イ
メ
ー
ジ
は
遠

い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
今
、

日
本
で
ス
ト
ラ
イ
キ
に
よ
る
マ

ス
コ
ミ
の
話
題
は
皆
無
だ
と
感

じ
ま
す
。

政
府
、
企
業
経
営
者
は
安
い

賃
金
の
労
働
者
の
上
に
胡
坐

（
あ
ぐ
ら
）を
か
い
て
い
ま
す
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
り
、
企

業
の
経
営
利
益
は
過
去
最
高
と

更
新
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

企
業
利
益
は
上
が
っ
て
も
、
労

働
者
の
賃
金
は
ほ
と
ん
ど
上
が

ら
ず
、
株
主
還
元
ば
か
り
膨
ら

ま
せ
て
い
ま
す
。
世
界
に
比
べ

て
非
常
に
安
い
人
件
費
で
す
。

今
、
企
業
は
労
働
者
万
人
の
た

め
で
は
な
く
、
少
数
の
株
主
の

た
め
に
賃
金
を
上
げ
ず
、
リ
ス

ト
ラ
を
平
気
で
や
り
利
益
を
上

げ
て
い
ま
す
。
許
せ
ま
せ
ん
。

連
合
の
賃
上
げ
目
標
は
５
％

と
言
わ
ず
、
10
％
く
ら
い
に
高

望
み
し
て
も
い
い
は
ず
で
す
。

60
年
代
の
よ
う
に
労
働
者
は
一

致
団
結
し
て
闘
う
べ
き
で
す
。

経
営
者
と
の
交
渉
が
同
意
し
な

け
れ
ば
ス
ト
ラ
イ
キ
を
し
て
で

も
目
標
を
要
求
す
べ
き
で
す
。

共
に
闘
い
、
目
標
を
勝
ち
取
る

行
動
を
す
れ
ば
、
働
く
人
と
し

て
誇
り
が
持
て
る
と
思
い
ま

す
。
老
職
人
も
愛
す
る
機
械
音

痴
な
妻
と
共
に
電
気
製
品
と
闘

い
、
誇
り
を
取
り
戻
し
ま
す
。

頑
張
ろ
う
。

【
国
①
分
会
・
児
林
美
智
子
】

う
ち
の
子
は
十
一
歳
男
の
子

で
す
。
孫
が
秋
川
の
畑
で
、
ダ

ン
ボ
ー
ル
の
中
で
泣
い
て
い
る

生
ま
れ
た
ば
か
り
の
子
を
拾
っ

て
き
ま
し
た
。
グ
レ
ー
と
白
で

し
っ
ぽ
が
曲
が
っ
て
い
る
幸
運

を
呼
ぶ
猫
で
す
？　

こ
の
子
の

お
か
げ
で
毎
日
毎
日
が
楽
し
く

し
て
い
ま
す
。

幸
運
を
呼
ぶ
猫

うちの子（猫）は11歳

東村山駅近くの居酒屋　カウンターに横幕

長
年
築
き
上
げ
た
職
人
の
誇
り
が

60
年
代
の
よ
う
に
団
結
し
て

闘
う
べ
き


